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ALOSパンシャープン画像を用いたエジプト西方砂漠ハルガオアシス周辺の神殿と
水環境マップの試作

Ancient temple and water environment map around Kharga Oasis, Western Desert, Egypt
based on ALOS pan-sharpened imagery
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エジプト・ナイル河西方砂漠の中で最大のオアシスであるハルガオアシスは、ローマ支配時代には、スーダンから中
部エジプト方面へ奴隷を運ぶキャラバンルートが通り、このルートを守るために、ヒビス、ナデゥーラ、アル・ザヤー
ン、アル・ガウィータ、ドゥーシュなどの神殿が城塞として利用された。今日、エジプト政府は、将来の人口増に備えて
アスワンからオアシス群に導水し、西方砂漠地帯の農地開発と定住化をはかるプロジェクトを進めようとしている。本
研究では、オアシス地域における神殿立地と古代の水環境を明らかにすることを目的として、ALOSパンシャープン画
像を基図に、2003年～2008年の現地調査によって得られた地理情報を結合させて、ハルガオアシス周辺の神殿と水環境
のマップの作成を試みた。古代エジプト・オアシス群の遺跡の起源や性格に関する歴史・考古学上の意義に加えて、エ
ジプト政府の開発政策の助けとなる地図の作成をめざす。


